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1． は じめに

　 現在、肌の 色の 見 えや質感な どの へ の 関心 は

高 く、 化粧 品分野で は 多 くの 研究が なされ て い

る 。 最近 で は、分光顔画像 を用 い た皮膚色 素の

研究や 肌色 と角 層の 特性 と の 関連 に つ い て の 研

究、さ らに は肌の分 光特性 を応用 したフ ァ ン デー

シ ョ ン の 開発な どが報告 されて い る 。 しか し、
こ

れ らの 報告は情報が細分化され て お り、肌の 色の

見 えを総合的 には理解 しに くい 。
．一一
方、パ ー

ソナ

ル カ ラ
ー業界で は

、 肌色 へ の 関心 の 高 さに 反 し

て 、 皮膚の 構造学的な ア プ ロ
ー

チ は ほ とん ど見

られ な い
。 色彩学関連や コ ス メ テ ィ ク ス 関連 の書

籍 にお ける肌色の 見 え につ い て の 記載は ご く少量

で あ り、 詳細を知 る こ とはで きな い
。 科学 に精

通 して い な い 初学者で も理解で き る よ うな、肌の

色の 見 えを総合的に ビジ ュ ア ル に 示す教材 ・方法

はない 状況で ある 。

　 そ こ で 本研究で は 、 身近 に手 に入 る材料 を使

っ て 肌の 色の 見 えを簡単 に理解で き る模擬的 な表

現方法 を考案 した。

2．肌が肌色 に見える しくみ

　 肌の 色 を決め て い る の は 主に メ ラ ニ ン 色素 と

ヘ モ グ ロ ビ ン で あ り、そ こ に 肌特 有の 半透 明な

組織に お け る光 の透過 ・散乱 との 相乗効果が加

わ り、複雑な肌色 が 作 り出されて い る 1）．皮膚は

図 1の ように、角層 ・表皮 ・真皮 ・皮下組織 か ら

な り、 これ らが すべ て 半 透明で あ る 。 皮下組織

の 下 に は筋 肉や腱が あ るが こ れ らは不透明 な白

い筋膜 に包 まれて い るユ）3）。

［皮 下組織 ］皮 下組織 に は 黄色 の カ ロ チ ン が沈

着 して い るが 、皮下組織 の色素は肌色 へ の 影響は

小 さ い 4）
。 また 、 動脈 と静脈は こ の 皮下組織層に

存在して い る 、動脈に は 酸素結合型ヘ モ グロ ビ ン

が 多 く鮮紅色 の 血液が 、 静脈 に は酸素非結合型

ヘ モ グU ビ ン が 多く暗赤色の 血液が流れ て い る。

しか し 、 肌表面か ら［in管 が 赤色 に 見 え る こ とは

な い 。静脈 の よ うに 黒 に 近 い 色 の物体 が 皮膚 の

ある程度 の 深度（真皮 か ら皮下組織）に存在す る と

き、手 前の 紐織 で 青 い 短波長 の 光が 散乱、透過

した光 は こ の 黒 い 色 素 に 吸収 さ れ 、 そ の結果、

青みが加算 されて見 える。パ ー
ソ ナ ル カ ラーの 分

野で は 静脈の 見え具 合が 個人 の 肌色の 印象に影

響す る とも言 われ て い る。
一

方、動脈 は If［t管の 壁

が 厚い た め 中の 血 液 が 透 け て 見 え る こ と は な

く、肌表 面か ら動脈 を目視 で 確認す る こ とはで
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図 1 皮膚 の 構造 と肌の 色 の 見えの 模式図
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きない 。

［真皮 ］真皮 の 主成分 の コ ラ
ーゲ ン は 透 明か ら

白色で 、こ こ に は毛細血管が 分布 して お り、きれ

い な 赤い 血 液が流れ て い る。そ の た め真皮は ピ ン

ク色の 半透明体 に 見える と考 えられ る。

［表皮］真皮の 上部の 基底層 に は メ ラ ノ サイ トが

あ り、そ こ で 生 産 され る黒褐色 の メ ラ ニ ン 顆粒

は 主に 表皮層に 分布 して い る。

［角層コ角層は 白色の ケ ラチ ン
、 細胞間脂質 、 水

分で 構成 されて お り、その 吸収係数 はケ ラチン の

成分 を反映 して い る4）。角層厚や水分量や その 他

の 角層成分に は個人差 が あ り、肌色 の 見 えに 影

響 して い る と考えられて い る。

　 肌に 当た る光 を100 ％ とす る と
、 角層で 4 〜 7％

が表 面反射 し、大部分 が皮膚内に入射す る。お

よそ 40％ の 光が皮膚内に あるメ ラニ ン顆粒や ヘ モ

グロ ビ ン とい っ た色素に よっ て 吸収 され 、残 りの

お よそ 50 ％ の 光 が複雑 に散乱 を くり返 しなが ら

内部反射光 と して 皮膚の 外に 出る。そ の 内部反射

光 と表面反射光 とが 混 ざ り、い わゆ る肌色 と して

見えて い る 。

3．模擬表現 の 方法 と結果

　 メ ラ ニ ン は コ ーヒ ーS）で、血 液色 とカ ロ チ ン は

水性顔料イ ン ク で 表現 し、寒天で 皮 下組織 ・真

皮 ・表皮 の模 擬層 を作成 、順番 に 重 ねた 。皮 下

組織層に は透明 ビ ニ ール チ ュ
ーブに 暗赤色の 水性

顔料イ ン ク を充填 して 作成 した模擬 静脈 を入 れ

た 。また各寒天層に は光 を散乱 す る樹脂 ワ ッ ク

ス を混合 させ て お くこ とで 模擬静脈 の 見 え に 散

乱効果 を加 え る こ とが で き る 。 さ らに 最上層 に

角層の 透過率 （0．69 ± 0．12）4〕に近似 した光学拡散

フ ィ ル ターを重 ねた （図2 ）。 これ を上 部か ら見 る

と日本人の 平均的な肌の 色 （5．6YR6 ．513．8） 6）を再

現で きた （図 3）。また 、各寒天層の 厚み や色素濃

図2．肌模型 の模式図

懲 糶 》硝 舗 　 　鸚 雛 灘
 
i韓長毛．

　 　 　 　 　 　 　 　 　図3．肌模型 の 視感測色 の様子

日本 人肌色 の 平 均値 S．6YR6 ．5t3．8の NCS 最近似 色は s3020Y50R

度を変動させ る こ とで 、暗い 肌色、赤み の 肌色、

静脈が 見 えや す い 肌 な ど も表現す る こ とが で き

た。

4 ，おわ りに

　 こ の 模型は色彩や化粧 の 指導者が肌の 色 の 仕

組み の 解説に 使用で きる他、さ らに詳 細な検討

を重ね る こ とで 、個 人 の 肌の 色 みの 違 い の 要 因

推定 に 応用 ・発展 で きる と考 え て い る。ま た、

角層表面 の 質感 も肌色 の 見え に 関わ っ て い る と

考え て お り、今後 、 検討 して い きた い
。
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